
同
窓
会
小
史

　
悔
慰
発
は
、
武
嚢
、
離
（
一
丸
一
騰
｝
第
一
闘
盤
が
卒
叢
す
る

と
醐
嚇
に
誕
塗
し
た
が
、
藻
試
に
離
講
寒
会
動
規
鈎
が
で
き
て
・

会
麟
綿
蘇
認
を
繕
た
漿
麟
曝
…
踵
か
ら
で
あ
っ
た
。
以
畿
の
活
勲

藁
蟻
講
に
し
解
監
・
，
副
・
鱒
鍵
鋳
を
癒
學
遷
り
、
そ
の
…
端
を
螺
介
す
る
。

蛮
証
羅
零
【
　
月
　
舞
校
繕
立
五
罵
無
醗
愈

大
墨
腰
無
濁
窓
会
観
約
の
翻
定
絵
聲
濡
三
，
潰
禽
　
蝋
．
松
樽

　
　
　
撃
養
氏
ら
が
療
簾
を
作
戦
、
醐
六
隼
難
哲
講
三
号
）
轍

　
　
　
禽
霧
に
搬
載

武
憂
霞
奪
圏
騒
　
瞬
窓
金
（
時
）
輕
の
翻
刊
　
は
し
め
轍
灘
驚
の

　
　
　
彫
態
を
と
っ
た
が
、
大
蔵
一
〇
年
紅
醐
（
第
七
琴
V
よ
り

　
　
　
「
翫
㎜
諏
脳
」
の
二
噂
掌
を
除
い
た
曙
繍
…
蹴
…
毎
二
騨
一
、
　
｛
㎝
聯
か

　
　
　
ら
鷲
こ
懇
鑑
響

武
証
七
隼
澄
穏
　
癩
窓
金
事
務
驚
　
は
し
め
養
蕪
郷
捻
養
蚕
藩
務

　
　
　
窟
．
駿
糸
部
は
裟
議
羅
務
痘
め
…
繕
で
哲
っ
て
い
た
が
襲

　
　
　
蟻
数
雛
穣
含
を
駆
務
塞
に
溝
購
し
ヴ
・
讐
う
よ
う
に
な
っ
た
・

六
正
｝
鰻
奪
一
厚
　
醗
鮫
鯖
立
　
O
罵
隼
配
建

聡
軸
こ
無
ミ
月
　
支
灘
殺
鐙
　
購
慰
金
設
綴
賑
来
谷
塊
紅
支
離
が

　
　
　
繕
戴
愚
職
た
が
、
激
だ
吏
譲
幾
定
が
な
く
、
大
置
し
年
に

　
　
　
糞
部
会
鐙
羅
購
が
定
め
ら
魚
．
醐
｝
三
、
｝
㈱
隼
の
二
翻

　
　
　
撒
颪
さ
畿
、
離
醐
二
爺
三
灘
に
ぱ
撫
本
的
に
改
証
が
竹
わ

　
　
　
れ
た
。
曙
翻
三
年
五
騰
隣
燕
の
支
部
設
羅
数
二
二
支
部

曙
鞠
二
隼
一
二
層
　
第
｝
理
磯
議
暴
会
　
製
在
の
干
曲
会
総
公
の

　
　
　
嚢
と
な
る
畿
議
戯
会
が
も
た
れ
、
経
過
報
撫
．
鶉
議
購
順

　
　
　
跨
鹸
誕
、
役
鵜
蝦
選
…
肇
な
ど
が
背
わ
れ
た
、

瑠
秘
三
隼
叢
層
　
岡
窓
会
機
閣
雑
誌
の
拡
充
　
内
容
の
充
実
し
て

　
　
　
碁
た
樵
閥
誌
｛
会
韓
｝
を
、
…
分
し
．
一
つ
は
津
徽
的
な
「
蚕

　
　
　
糸
掌
雑
誌
」
に
、
一
方
諺
本
支
会
会
麟
等
棚
配
の
趣
爆
連

　
　
　
縫
機
灘
と
し
ゲ
・
全
報
を
発
得
、
耀
秘
叢
穿
縄
矧
よ
り
「
千

　
　
　
繭
会
藤
綴
偏
と
し
て
擁
購
発
響

羅
灘
五
奪
七
騒
　
母
較
翻
立
二
〇
灘
年
配
念
審
藁
　
隣
窓
会
会
費

　
　
　
齢
械
童
金
柔
弓
｝
澱
開
を
支
撫
、
ほ
か
に
縛
購
寄
載
に
よ

　
　
　
ゆ
懸
楽
が
進
め
藤
れ
た
が
、
金
鞍
恐
嫌
な
ど
靴
儲
に
鑑
み

　
　
　
慕
纂
を
ゆ
藪
．
海
外
留
掌
資
金
．
針
嫁
較
最
濫
騰
鯉
窺
余

　
　
　
等
陣
篇
瀧
編

鰯
魏
六
奪
｝
…
穏
　
欝
塚
綾
暴
麗
繧
撹
賀
会
　
翫
腰
藩
公
会
堂
大

　
　
　
広
欄
で
騨
孫
欝
約
二
縣
既
e
犠
が
出
漿
し
て
盛
念

瑠
翻
～
◎
宰
二
増
　
第
　
圃
蚕
攣
談
灘
会
　
チ
撫
会
養
籔
舗
セ
騰

　
　
　
で
講
轟
傘
と
縣
窺
登
鍛
会
の
形
式
で
欄
催
．
談
翻
会
は
そ

　
　
　
玲
蔽
遜
購
催
薯
れ
．
金
興
辮
鼠
の
晒
鐵
勃
場
と
さ
親
た
・

曙
瀦
｝
O
箏
…
O
局
　
鐸
鞍
劇
立
二
羅
周
第
配
念
事
繋
　
観
賀
会

　
　
　
の
魏
雛
、
餅
塚
較
幾
跡
欝
識
建
緯
籔
糸
学
雑
諾
の
記
念

　
　
　
謬
獅
難
纏
、
拳
会
鞠
労
穏
脅
表
斑
ほ
か

昭
瓢
一
籔
年
一
「
月
　
祉
國
法
人
千
繭
金
　
圖
窓
会
の
祉
輯
紘
人

　
　
　
化
耀
曜
轍
閥
年
漁
段
議
貴
で
提
簾
さ
れ
、
昭
枷
し
年
ヒ
期

　
　
　
に
犠
綜
を
「
千
麟
金
」
と
改
檎
し
て
、
瞬
一
薫
年
八
翔
・
・

　
　
　
三
日
に
認
可
。
こ
の
年
の
総
会
は
繊
按
翻
立
三
〇
瞬
郷
詑

　
　
　
念
武
も
離
ね
て
開
催

珊
瀦
こ
二
年
九
月
　
千
曲
会
綴
の
再
利
　
干
曲
会
の
趣
絡
機
関

　
　
　
　
「
干
随
醜
ム
誠
報
脇
は
戦
職
一
の
い
た
す
と
こ
ろ
、
躍
…
稗
一
旧
凡
年

　
　
　
…
脚
皿
…
r
既
暇
岡
発
篇
獺
の
離
濯
…
二
鵡
ハ
聞
写
燃
覧
廃
甜
悶
日
　
趣
鵬
戦
葱
撰
、
　
一
一
・
｝

　
　
　
年
九
輝
｝
礪
伸
で
擁
｝
．
．
七
馨
と
し
て
．
縛
刊

紹
智
＝
～
二
五
隼
母
絞
大
掌
昇
格
運
鋤
　
昭
棚
二
一
陣
学
鯉

　
　
　
の
改
蕉
に
僻
っ
て
千
齢
会
で
は
多
年
の
宿
製
で
あ
一
ノ
た
大

　
　
　
学
舞
絡
を
逮
破
し
、
繊
維
塵
業
の
発
展
に
資
す
べ
く
櫓
鋤

　
　
　
を
億
し
め
た
．
京
都
・
鞭
京
の
…
．
…
繊
維
導
門
学
披
の
嗣
窓

　
　
　
会
、
上
嗣
南
、
簸
野
眼
、
闘
係
叢
騨
と
連
携
し
て
逓
動
を

　
　
　
進
め
た
が
、
C
・
1
・
践
の
…
県
一
大
学
の
纂
本
匿
万
鍵
に

　
　
　
つ
い
に
そ
硲
実
環
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

噺
隅
勲
脚
二
こ
箆
T
胤
ハ
n
月
　
　
ト
富
畷
繊
維
研
蜘
西
ム
歎
嚇
窟
吊
糖
旧
千
繭
圃
鋤
撚
轡
冊
研
血
海
轟
澱

　
　
　
上
闘
繊
雑
研
窺
会
は
干
曲
会
麿
志
の
発
起
に
・
小
り
、
研
究

　
　
　
と
披
術
概
養
繊
に
資
す
る
腱
麟
で
発
足
．
ま
た
、
蝦
麟
r

　
　
　
曲
教
育
研
究
会
は
、
上
田
を
巾
心
に
東
儒
地
醒
の
麟
窓
鞭

　
　
　
戯
の
研
究
と
親
睦
を
翻
的
に
昭
禰
凱
二
年
に
翻
克
さ
載
た
。

昭
鞭
三
五
年
【
0
月
　
母
校
鯛
立
五
〇
周
隼
配
念
購
業
　
猛
畷
簸

　
　
　
…
簸
を
婁
餓
長
に
次
の
諾
嚇
叢
が
遂
行
さ
れ
た
。
蹴
麟
法

　
　
　
八
蓋
田
繊
維
科
学
巖
興
会
の
設
立
　
三
〇
〇
が
鰹
．
干
曲

　
　
　
ム
ム
施
孔
献
拡
充
実
㈱
凧
　
臨
ハ
○
万
四
．
　
棚
幌
脚
蝦
押
釘
山
蹴
丁
軸
隅
　
　
．
昌
｝
○

　
　
　
ガ
胸
、
そ
の
随
　
九
〇
万
鍔

昭
称
三
七
年
【
月
　
燈
校
激
災
復
興
資
金
の
募
集
　
同
一
憩
・
・
六

　
　
　
日
に
雛
披
琳
餓
が
不
慮
の
火
災
臆
よ
り
焼
央
、
曝
鞭
は
饗

　
　
　
離
敵
漸
爽
境
の
箪
歩
を
踏
み
撫
し
嚢
鐘
で
あ
魁
齢

　
　
　
窓
会
で
も
そ
跡
復
興
に
総
力
を
」
げ
、
瓶
隅
○
胃
構
脅
糠

　
　
　
盒
額
を
達
戒
し
た
。

聴
職
蕊
七
隼
七
月
　
財
翻
滅
人
上
田
繊
維
科
掌
振
興
金
⑳
験
立

　
　
　
「
研
窺
の
奨
励
数
ぴ
勤
賦
を
背
う
と
共
に
、
学
鰯
を
通
じ

　
　
　
て
広
く
舷
会
と
火
掌
と
斡
接
触
を
韓
擾
し
、
文
化
の
碗
ー
－

　
　
　
と
繊
雑
潔
叢
に
寄
㌻
す
る
』
こ
と
を
贈
駒
に
設
立
，
斑
睡

　
　
　
盆
三
〇
〇
万
糊
を
藁
寡
金
と
し
て
昭
棚
三
六
年
に
鯖
意
尋

　
　
　
檸
と
し
で
発
星
．
昭
棚
三
八
年
七
月
一
丑
訓
に
財
酬
法
へ

　
　
　
と
し
て
認
暗
。

昭
和
翼
九
年
一
一
層
　
｝
般
数
養
遇
程
の
統
含
に
対
す
蕎
躍
動

　
　
　
錨
網
大
掌
の
．
繊
教
盤
愚
程
を
松
本
地
藪
…
ケ
所
畿
績
費

　
　
　
す
る
灘
麟
に
対
し
、
醗
窓
会
で
は
「
愚
鞍
に
不
利
を
擢
く
」

　
　
　
と
し
．
圃
年
の
総
会
で
駁
対
を
決
議
、
大
学
に
欝
処
を
要

　
　
　
劇
。
し
か
し
、
そ
の
後
火
単
全
体
鍾
ぴ
に
学
無
鞠
棒
の
発

　
　
　
展
の
た
め
再
検
離
、
続
含
に
参
臆

鰯
職
圏
五
年
八
穏
　
蚕
糸
学
続
合
見
送
鱗
　
昭
瀦
顯
0
年
大
学
機

　
　
　
構
数
革
の
一
端
と
し
て
叢
糸
掌
を
…
ケ
所
で
行
う
と
す
る

　
　
　
銃
命
闘
題
が
起
こ
り
、
圓
窓
会
、
鉦
隣
融
な
ど
地
、
泥
の
強

　
　
　
い
澱
蝿
が
あ
弓
、
織
麟
文
灘
大
翫
の
決
断
で
関
傑
大
学
で

　
　
　
行
う
こ
と
に
な
っ
た
．

昭
麟
飯
践
年
＝
趨
畏
較
鰯
立
七
〇
周
年
罷
念
皐
業
昭
稲
罷

　
　
　
一
年
嘆
の
総
会
で
、
緑
綾
欄
辺
に
遭
蜷
を
求
め
、
覇
窓
会

　
　
　
餓
を
建
設
し
、
醐
窓
会
と
韓
綾
の
発
展
を
期
す
べ
く
決
議
。

　
　
　
笠
源
正
己
氏
を
婁
鹸
簸
に
簗
纈
が
進
め
ら
れ
た
．
こ
れ
に

　
　
　
対
し
勢
盒
購
込
額
は
㎝
懸
…
…
○
○
○
万
四
に
達
し
た
・
、
昭

　
　
　
輔
五
概
年
九
月
一
八
闘
に
漉
鎖
祭
を
幣
行
．
騨
肱
難
年
｝

　
　
　
．
翔
…
ご
嵩
鵬
に
藷
載
式
が
行
わ
れ
た
。

平
磁
二
年
｝
○
月
　
鐙
被
綱
立
八
〇
周
犀
醗
念
審
業
　
二
一
機
紀

　
　
　
へ
陶
け
学
諜
改
革
も
発
r
し
、
栄
舗
と
岡
窓
会
の
臨
賛
で

　
　
　
繊
維
連
余
研
究
発
無
会
、
龍
念
講
演
会
．
観
鍵
会
競
び
に

　
　
　
写
翼
簸
「
繊
維
教
肯
・
八
〇
年
」
の
発
篠
に
向
け
て
着
礎
と

　
　
　
懸
鑛
が
遊
め
ら
れ
る
。

僧
醗
・
岡
慧
金
か
ら
出
蔽
さ
れ
た
櫨
競
　
蚤
糸
科
学
講
演
集
（
輯

　
　
　
…
ー
三
、
大
一
厳
．
礪
酬
．
麟
し
》
、
戴
糸
藁
観
甕
瀧
纂
（
大

　
　
　
一
既
冨
、
叢
糸
学
雑
誌
（
鞍
一
ー
一
鯛
、
昭
、
二
～
一
八
）
．

　
　
　
鰯
糸
灘
鱗
捲
（
昭
．
一
『
冒
．
鰯
立
叢
○
鰯
年
齢
革
（
螺
、
・
．

　
　
　
翫
∀
、
針
爆
疑
太
郎
先
生
二
て
の
紙
認
と
避
想
記
（
耀
三

　
　
　
ヒ
V
、
噺
禽
縣
卜
簾
覧
徴
・
貞
松
と
翻
想
（
蟹
．
λ
V
、
鰯

　
　
　
甑
し
○
醐
年
紀
念
講
〔
昭
臨
距
｝
．
わ
が
圓
の
黎
糸
披
術

　
　
　
纒
・
撫
藤
叢
一
文
魔
鵜
戴
題
龍
つ
い
て
（
曙
騒
蕊
、
ク
ワ

　
　
　
鱒
文
化
誌
（
昭
六
一
）
、
写
爽
犠
「
繊
雑
教
育
八
〇
鰍
＝
票

　
　
　
“
じ

　
　
，
千
麟
金
灘
の
綴
簗
壷
掘
つ
た
歴
代
⑳
人
々
　
聡
就
・
舳
美

　
　
　
蝉
響
、
段
ー
し
・
藏
由
二
懸
．
ヒ
ー
九
・
癩
幽
薫
一
・
、
糺

　
　
　
～
．
麟
・
轡
痴
諸
雛
．
　
一
翔
～
一
紅
・
小
松
忠
一
蝋
、
　
一

　
　
　
し
～
、
瓦
・
戴
纈
議
諭
，
　
｝
縛
体
斜
、
．
ご
．
～
一
．
段
・
町

　
　
　
梛
瞬
、
．
一
六
ー
三
一
・
樹
”
亮
礪
、
．
・
．
’
．
漁
，
一
乱
・
小
覇

　
　
　
鹸
簸
、
∴
、
門
～
網
．
、
∵
小
林
繭
一
、
隅
瞬
ー
配
G
・
讐
購

　
　
竃
．
縣
O
年
六
鰐
か
ら
難
転
へ
捻
騨
躯
畏
の
曝
黛
癖
心
嘉
衛

　
　
門
と
な
り
、
霧
際
の
懸
蟻
は
改
鞠
謬
戚
か
喉
た
っ
た
、
小

　
　
　
山
最
翻
、
跨
濃
麓
、
．
．
．
石
賢
、
鉢
蜘
糊
、
潰
承
混
、
矢
彦

　
　
沢
瀬
允
、
辮
醒
騎
、
榊
駅
幸
響
、
輪
騨
縛
、
鼓
潔
沢
檎
允

　
　
　
め
噸
で
雛
叩
．
：
…
」
ハ
鴇
を
懸
転
し
て
槻
轟
…
に
至
ハ
，
て
い
る

　
　
　
（
敬
櫨
　
略
）

潔5．豊



　

出の：歌い思

…同」

　
学
友
愈
歌

一、

蛯
｢
な
る
か
な
浅
闘
幽

　
　
　
羅
療
と
職
坤
ど
よ
む

　
　
闘
け
神
麗
の
雄
呼
び
を

　
　
　
　
蕎
世
の
士
気
舞
に
泌
む

　
　
騎
れ
健
鷺

　
　
　
　
高
き
啓
示
ノ
㍉
こ
拙
に
あ
り

二
．
麗
し
趣
か
な
菅
纂

　
　
　
　
錨
々
と
若
葉
し
げ
る

　
　
見
よ
漕
瀦
の
高
原
を

　
　
　
　
膏
霧
の
愛
野
に
光
る

　
　
舞
れ
健
児

　
　
　
　
灘
奪
轡
悦
／
x
こ
瓦
に
あ
り

三
、
塑
ら
け
き
か
な
干
繭
川

　
　
　
　
蘇
々
と
帯
古
の
ひ
駕
鯉

　
　
あ
云
つ
き
せ
ぬ
努
力
の
講

　
　
　
　
精
励
の
志
操
騰
に
わ
く

　
　
精
れ
難
羅

　
　
　
　
舞
き
敏
訓
く
こ
瓦
に
あ
り

　
養
蚕
学
科
応
援
歌
北
癒
星

一、

ﾔ
樋
暴
の
影
冴
え
て

　
　
　
　
淡
間
の
嶺
に
吹
く
職

　
　
干
曲
の
水
に
身
を
鍛
え

　
　
　
赤
き
血
潮
の
悲
人
が

　
　
卿
ぐ
鰻
の
窮
る
所

　
　
　
　
月
の
挫
の
樹
は
轡
し

二
、
蒼
天
高
く
地
は
広
く

　
　
　
　
時
儒
遡
の
舐
潔
し

　
　
熱
と
力
の
鷲
人
が

　
　
　
　
立
て
ば
玉
敵
る
漁
の
火
花

　
　
煙
塵
天
を
掩
ふ
と
鯉

　
　
　
　
敵
敗
無
ハ
の
影
側
処

三
、
職
繍
の
港
額
暗
れ
て

　
　
　
　
明
星
天
に
齋
た
玉
け
ば

　
　
月
楼
憲
に
映
え
る
と
ぎ

　
　
　
　
職
勝
の
旗
察
轟
く

　
　
凱
歌
の
声
も
轟
ら
か
に

　
　
　
　
養
璽
健
児
意
舞
高
し

紡
織
学
科
応
援
歌
凱
歌

一、

㍾
ｮ
の
遡
山
縫
に
映
え
て

　
執
溝
冷
の
常
陵
に

　
栄
羅
董
ね
し
紫
旗
の
下

　
あ
工
滋
騨
の
あ
さ
ぼ
ら
け

　一

A
騰
の
撫
潮
の
蓋
け
れ
ば

　
　
今
隣
紅
の
火
と
燃
え
て

　
　
斗
は
ん
か
な
弦
の
絶
へ

　
　
干
古
の
太
刀
の
折
ら
ん
ま
で

三
、
歓
獺
藩
の
風
立
て
ば

　
　
麟
鵬
舞
に
輝
き
て

　
　
蓬
に
紳
ぐ
瞬
星
に

　
　
蹴
駄
の
澗
を
く
ま
ん
か
な

2劒

　
校
　
　
　
歌

一、

蓊
閧
ﾌ
爲
に
ま
す
ら
を
が

　
　
　
察
の
蓋
を
瞬
か
ん
と

　
　
蟹
糸
の
道
を
究
め
つ
エ

　
　
　
　
つ
く
す
誠
の
あ
と
み
よ
や

二
、
蜜
を
翻
に
つ
ぐ
る
労
働
に

　
　
　
　
聯
の
葱
そ
や
ど
る
な
る

　
　
身
に
泌
む
汗
は
懲
を
す
く
ふ

　
　
　
　
深
き
構
の
澱
に
て

三
．
都
の
花
は
見
ず
も
あ
れ

　
　
　
　
羅
等
は
簿
を
～
に
し
て

　
　
千
麟
の
鱗
に
党
ゐ
月
の

　
　
　
　
瀦
琶
そ
の
名
を
う
た
わ
れ
ん

照
、
御
騰
の
爲
に
憲
す
ら
を
が

　
　
　
　
蜜
の
基
を
欄
か
ん
と

　
　
蚕
糸
の
遊
を
究
め
つ
鼠

　
　
　
　
獄
す
識
の
あ
と
み
よ
や

学
友
禽
応
援
歌

一、

ﾃ
り
て
は
欝
練
の
鉄

　
陶
は
鴨
る
騰
の
力

　
あ
ふ
遮
め
強
敵
何
ぞ

　
い
ざ
ゆ
け
吾
等

　
　
　
　
　
常
羅
の
難
甥
毘

二
、
奮
ひ
て
は
桟
悶
の
響

　
　
熱
融
湧
く
宵
聯
の
意
気

　
　
あ
鼠
選
め
必
勝
期
し
て

　
　
い
ざ
行
け
曹
等

　
　
　
　
　
常
田
の
鍵
男
児

製
糸
学
科
応
援
歌

　
　
　
霊
流
れ
行
く

一
、
蟹
流
れ
ゆ
く
藁
に

　
　
欝
閉
を
破
る
く
だ
か
睦
や

　
　
大
旛
の
影
　
陣
麟
の
智

　
　
捷
破
の
晴
は
め
ぐ
り
来
ぬ

　
　
さ
は
れ
門
幽
の
棒
に

　
　
蒸
き
こ
の
胸
迫
る
哉

二
、
消
え
ゆ
く
羅
の
想
ひ
繍
に

　
　
そ
父
ろ
ゆ
く
日
の
あ
り
／
㍉
と

　
　
蕃
練
の
ひ
父
き
讐
ひ
露

　
　
瀞
秋
淡
く
時
ぞ
今

　
　
さ
は
れ
別
れ
の
送
り
火
に

　
　
紅
の
血
ぞ
う
つ
く
載

三
、
烈
閥
の
下
瓢
は
も
え
て

　
　
仰
げ
ば
高
し
趣
味
の
雛

　
　
顕
正
の
楯
破
邪
の
劔

　
　
悪
が
紅
の
顔
は

　
　
繊
陣
の
調
べ
に
戦
勝
の

　
　
希
無
に
満
ち
て
も
ゆ
る
載

　
繊
維
化
学
科
応
援
歌

　
　
　
常
田
ヶ
丘

一
、
常
課
ケ
簸
江
聾
え
立
つ

　
　
糊
隣
に
礫
ゆ
る
い
ら
か
こ
そ

　
　
藩
等
健
艶
が
講
な
錬
ウ

　
　
腕
を
磨
く
掌
輪
な
れ

二
、
蒼
職
講
壁
千
曲
掛

　
　
京
綜
不
擁
の
意
を
示
し

　
　
辺
學
に
欝
書
驚
き
塞
は

　
　
羅
等
を
継
ふ
総
深
し

三
、
曲
と
鱗
と
の
糖
を
と
ウ

　
　
化
学
の
灘
に
鋤
し
め
ば

　
　
螺
想
は
滋
く
意
気
轟
く

　
　
心
の
駒
賦
勢
む
な
り

麟
、
若
ぎ
箪
木
の
生
い
立
て
る

　
　
こ
㌦
秀
麗
の
地
な
凸
め
て

　
　
覇
な
夕
蹴
弛
み
な
く

　
　
鎌
え
あ
轟
墜
史
纂
か
な
ん



　
繕
己
寮
惣
歌

　
　
　
　
衷
に
告
ぐ

職
聴
と
し
て
轟
き
灘
妻
の
欝
峯

　
　
帯
融
㊧
薦
璽
燦
と
し
て
蒼
竃
に
繊
え

綜
々
と
し
て
つ
ぎ
ぬ
畢
麟
の
澄
流

　
　
厳
か
に
予
毒
の
神
磁
を
語
る

あ
玉
秀
麗
の
覧
凝
診
て
奨
し
き
か
な
常
照
ケ
丘

　
　
こ
の
慈
久
の
天
地
つ
奪
ぬ
生
命
の
流
れ

　
　
そ
れ
醐
鯖
の
驚
神
濫
る
嵐
は
健
な
る
磯
想

　
　
堂
鳶
と
墾
武
を
進
め
ん

　
　
　
　
　
　
　
し
め
し

墾
ら
げ
ぎ
愈
総
の
啓
示

　
　
崇
め
享
け
鍛
へ
購
ぎ
て

常
駿
弧
露
轡
癒
誇
る
駿
が
鯵
己
寮
史

　
　
懸
し
く
逗
み
行
く
驚
入
の
行
乎
を
示
す

　
　
熱
癒
の
融
い
ざ
や
歌
は
ん

　
啓
明
寮
将
歌

　
　
　
鳴
呼
歌
え
新
墾
の
地
を

一、

･
れ
の
丘
を
越
え
て

　
　
　
　
謝
と
行
く
常
田
の
翻
…

　
　
風
よ
映
け
観
れ
る
盤
に

　
　
　
　
縢
は
昇
導
策
の
幽

二
、
水
漕
ぎ
干
眺
の
せ
玉
ら
ぎ

　
　
　
　
河
原
の
畢
草
に
伏
し
て

　
　
夢
よ
行
け
漉
れ
の
黒
て
に

　
　
　
　
さ
霧
膿
き
淡
闘
の
麓

一
怨
、
啓
鱗
の
窓
を
慕
ひ
て

　
　
　
　
星
は
矯
す
四
無
の
蒼
い

　
　
慰
語
れ
購
の
幸
を

　
　
　
　
広
く
の
み
澄
め
る
覆
の
蜜

糊
、
曙
の
緑
う
そ
ぶ
ぎ

　
　
　
　
掌
書
に
塞
は
購
れ
て

　
　
あ
玉
激
え
緬
盤
の
地
を

　
　
　
　
い
ざ
競
え
鷺
舞
の
花

膏
空
の
心
す
み

　
　
　
（
昭
湘
｝
胤
十
↓
ハ
住
丁
慶
噸
人
糠
麗
学
盤
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
作
詞
清
承
允
照

　
　
　
　
　
　
　
作
曲
木
困
蜜
士
雄

一．

p
蜜
の
心
す
み
　
由
暫
霊
流
れ
る

　
　
駒
草
の
花
を
め
で
て

　
　
　
　
・
騒
然
と
語
れ
ば

　
　
理
想
の
光
脚
に
み
ち
て

　
　
い
ま
山
に
立
つ
牧
等

二
、
巖
の
詩
地
に
ふ
り
　
褒
の
謁
ひ
ろ
が
る

　
　
懇
推
の
時
を
欝
て

　
　
　
　
う
か
が
う
輿
理

　
　
深
潅
窓
に
光
は
残
り

　
　
い
叢
静
か
な
る
載
等

瓢
一
、
肖
…
曲
の
鐘
ひ
び
ぎ
　
青
舞
こ
こ
に
つ
ど
う

　
　
正
し
き
心
も
ち
て

　
　
　
掌
禽
を
築
く

　
　
跨
ら
か
に
歴
更
巻
讃
え
ん

　
　
い
ま
道
を
知
る
鞭
等

一．

?
Z
黎
購
の
璽
の
色

　
敬
場
の
草
は
し
づ
く
し
て

　
　
　
ぼ
ヨ

　
輔
霧
に
淳
ぶ
浅
闘
出

藤…

ﾌ
高
く
た
な
び
げ
ぱ

こ
の
み
す
欝
か
る
儒
農
路
に

震
綴
れ
て
た
ど
り
策
ぬ

二
、
春
は
常
囲
が
鞘
の
下

　
　
騨
い
て
喰
締
ぱ
鞠
熱
く

　
　
縫
の
月
に
花
の
魯
の

よ
繍
来
る
蔑
を
藤
紅
受
け

懇
は
漂
糞
煮
の
羅
年

鼠
曇
轍
鍛
夢
蜜
遍
い
行
か
㌦

叡
蜘
み
な
ぎ
る

　
　
　
（
昭
和
二
十
菰
年
度
入
選
学
生
歌
）

　
　
　
作
謁
　
宮
坂
敏
央

　
　
　
作
曲
　
羽
福
田
憲
｝

一
、
轍
知
み
な
ぎ
ゐ
　
自
磁
の
隅
を

　
　
は
ぐ
く
み
行
か
む
　
蓉
人
の

　
　
ま
こ
　
と

　
　
輿
理
の
築
み
は
　
き
よ
ら
か
に

　
　
白
聾
の
嶺
ぞ
　
仰
ぎ
立
つ

　
　
信
癖
大
学
よ
り
新
し
く
よ
り
強
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

二
、
学
統
栄
え
あ
る
　
み
す
ず
の
郷
に

　
　
む
つ
み
学
ぱ
む
　
轡
春
の

　
　
愛
の
絆
は
　
す
こ
や
か
に

　
　
駒
草
の
薔
を
　
慕
い
つ
つ

　
　
儒
州
大
学
　
よ
り
糞
し
く
　
よ
り
翻
く

三
　
叫
び
小
さ
く
　
世
に
と
ど
か
ね
ど

　
　
か
か
げ
て
生
き
む
　
友
だ
ち
の

　
　
理
想
の
ひ
か
り
　
さ
わ
や
か
に

　
　
緑
ゆ
た
か
に
　
驚
…
る
な
り

　
　
僑
弼
大
掌
　
よ
り
蓬
し
く
　
よ
り
高
く

学
び
の
庭
の

　
　
　
（
礪
諏
照
十
三
年
魔
入
選
掌
生
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鐸
詞
藤
難
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
鐸
麹
揺
瓜
潔
志

　、

w
び
の
腿
の
　
擁
て
と
け
て

　
　
ぷ
み

　
　
麗
に
匂
う
鞍
花

　
　
　
　
　
ゆ

　
　
朝
瞬
に
映
ゆ
る
　
ア
ル
プ
ス
に

　
　
残
れ
る
麟
の
　
霊
ぶ
し
さ
よ

一　

A
赤
蕪
リ
ン
、
識
を
　
手
慰
取
ウ
て

　
　
　
　
　
　
ゆ
く
ず
え

　
　
共
に
謙
り
し
行
家
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
　
濃
ぎ
紅
の
　
灘
の
覆
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
ぶ
ぶ

　
　
大
志
は
撚
ゆ
轟
　
瀬
に

三
、
学
び
の
黒
は
　
麗
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
轡
の
表
を
　
戴
ね
巌
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

　
　
歴
吏
の
墾
よ
　
露
勲
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に

　
あ
x
櫨
鰯
よ
　
う
褻
し
郷
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